
あなたと町政を　　 ぶ情報誌結結結

　（滋賀県多賀町）

2020年５月
（第165号）

多賀結いの森（駐⾞場完成）

・新年度予算を審議
・予算特別委員会
・２月定例会
・元年度補正予算
・総務常任委員会
・産業建設常任委員会
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・広報常任委員会
・議会改革特別委員会
・町政を問う（８人が一般質問）
・新体制が決まりました
・まち・ひと・しごと！！
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・繰入金 …………………………… １億7460万円
・分担金・負担金 ……………………… 4171万円
・使用料・手数料 ………………………  910万円
・財産収入 ………………………………… 329万円
・寄付金 …………………………………   688万円
・繰越金 ………………………………… 4000万円
・諸収入 …………………………… ３億5419万円

教育・子育て・生涯学習

福祉・健康づくり

・小学校費 …………………… １億6300万円
・中学校費 …………………… １億1748万円
・幼稚園費 ………………………… 6861万円
・生涯学習（公民館、博物館、体育施設）
　　　　　 …………………… ２億4005万円
・総務費（海外研修、外国語教育など）
　　　　 ……………………… １億 155万円

借入金（地方債の新規発行）

３億４７６０万円

防災・行政事務・返済・積立て

・防災費（消防団、避難用備品、自警団）
　　　　　　 ………………… １億6891万円
・行政事務費 ………………… ５億5162万円
・地方債の返済金 …………… ４億9321万円
・基金への積立金 …………………  585万円
・予備費 ……………………………… 400万円

まちづくり

・児童福祉
　（保育園、認定こども園、
　 子育て支援）
 　……７億4978万円
・社会福祉
　（高齢者、障害者支援、
　 福祉医療）
 　……６億4703万円
・健康づくり
　（予防接種､健診）
 　………　9461万円

町　税

１８億４２６２万円

その他 自主財源

・住民税（個人）… ３億2780万円 
　　　　（法人）… ３億7602万円
・固定資産税  …  １０億5872万円
・軽自動車税  …………  2908万円
・たばこ税  ……………  5000万円
　　　・・鉱産税  ………… 100万円

地方交付税

９億  ９００万円

市町村の均衡を
はかるための交付金

国庫支出金

３億９１８７万円

国が使用目的を
　　特定した交付金

地方消費税・
　　自動車取得税等

県税交付金

２億３６２０万円

県支出金

３億５６１６万円

県が使用目的を
　　特定した交付金

・道路橋梁費など
　…… ３億6958万円
・河川費（河川愛護、
　急傾斜対策）…… 8835万円
・都市計画費（絵馬通り整備など）
　　　…………… ２億3320万円
・ごみ対策費 …… ２億 485万円
・農林水産業費
　　農業 …１億9243万円
　　林業 …１億 351万円
・商工観光費
　（観光、ライトアップ）
　　　…… 4167万円

・公共事業債（急傾斜地）…………  820万円
・公共事業債（道路など）………… 8890万円
・公共事業債（スマートIC整備）… 4500万円
・地方道路整備事業債 ……………… 1490万円
・地域活性化事業債（スマートIC整備）
　　　　　　　　　　　…… 1800万円
・防災対策事業債 …… 760万円
・臨時財政対策債
　　　…… １億6500万円

工業団地緑地維持管理

農業集落排水事業

水道事業

下水道事業

予 算 額 おもな事業

５３６万円

５９０６万円

５億５３８９万円

６億８４４７万円

工業団地内の公共設備の維持管理（草刈り、街路灯）

佐目・萱原処理場の維持管理、施設の機能診断

給水事業、老朽管更新、水源地取水施設整備

県への事業負担金、雨水排水整備、企業会計化準備

● 特別会計・企業会計の予算が可決されました。

2議会広報 たが　２０２０年５月3 議会広報 たが　２０２０年５月
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算

新
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算

審査結果はＰ9に掲載（産業建設常任委員会）
区　　分

国民健康保険

介護保険事業

後期高齢者医療事業

育英事業

予 算 額 おもな事業

８億　８８３万円

８億７３０８万円

１億１１６５万円

３９６万円

国保事業（加入者１５３４人、特定健診、結果説明、保健指導）

介護給付（施設介護、居宅介護、地域密着型介護）介護予防事業

広域連合への納付金

奨学資金（高校生２１人分、大学・専門学校８人分）

● 特別会計の予算が可決されました。 審査結果はＰ8に掲載（総務常任委員会）
区　　分
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あけぼのパーク遊園地あけぼのパーク遊園地あけぼのパーク遊園地

防災訓練防災訓練防災訓練

大手橋（久徳）大手橋（久徳）大手橋（久徳） 小規模保育所予定地（多賀）小規模保育所予定地（多賀）小規模保育所予定地（多賀）

歳入
自自
主主

財財

源源

依依
存存

財財

源源

51. 7％51. 7％51. 7％48 . 3％48 . 3％48 . 3％

町税
38.538.5％
町税
38.5％
町税
38.5％

使用料及び手数料 0.2％使用料及び手数料 0.2％使用料及び手数料 0.2％

その他 1.0％その他 1.0％その他 1.0％

分担金及び負担金 0.9％分担金及び負担金 0.9％分担金及び負担金 0.9％

諸収入 7.4％諸収入 7.4％諸収入 7.4％
繰入金 3.7％繰入金 3.7％繰入金 3.7％県税交付金

4.9％
県税交付金
4.9％

地方譲与税
1.3％
地方譲与税
1.3％
地方譲与税
1.3％

地方交付税
19.0％
地方交付税
19.0％
地方交付税
19.0％

国庫支出金
8.2％
国庫支出金
8.2％

県支出金
7.5％
県支出金
7.5％
県支出金
7.5％

その他
 0.1％
その他
 0.1％
借入金（町債）
7.3％

借入金（町債）
7.3％

借入金（町債）
7.3％

歳出

議会費
 1.5％
議会費
 1.5％

土木費土木費
14.514.5％
土木費
14.5％
土木費
14.5％

民生費
29.2％
民生費
29.2％

衛生費
7.7％
衛生費
7.7％

総務費
11.5％
総務費
11.5％

借入金返済
（公債費）
10.3％

借入金返済
（公債費）
10.3％

農林
水産費
6.2％

農林
水産費
6.2％

商工観光費
0.9％
商工観光費
0.9％

消防費
 3.5％
消防費
 3.5％

その他 0.2％その他 0.2％

教育費教育費
14.514.5％
教育費
14.5％
教育費
14.5％
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９
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。
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な
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無
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な
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か
り
と
し
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民
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①
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②
時
期
は

　

③
受
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入
れ
人
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は

　
　

①
多
賀
福
祉
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館
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近
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予
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さ
れ
て
い
る
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②
開
園
は
3
年
4
月
予
定
。

　

③
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年
齢
園
児
を
約
20
人
。

　
　

小
学
校
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国
語
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の

　

委
託
先
は

　
　
（
株
）
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ン
タ
ラ
ッ
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に

　

委
託
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、
週
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日
小
学
校

　

に
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遣
さ
れ
る
。

　
　

ロ
タ
ウ
ィ
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の
ワ
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チ
ン
委
託
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に
つ
い
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の

　

説
明
を

　
　

乳
幼
児
を
対
象
と
し
、

　

乳
幼
児
が
感
染
し
や
す
い

　

急
性
胃
腸
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予
防
を
目

　

的
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、2
年
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月
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ら
定

　

期
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に
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一
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り
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０
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１
８
５
０
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分
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上
。

　
　

元
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１
８
０
０
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祉
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修
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ど
こ
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い
る
の
で
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2
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胃
）が
含
ま
れ

　

る
が

　
　

１
市
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始
。
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50
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年
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は
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齢
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象
。
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齢
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限
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な
い
。

防災・行政事務防災・行政事務防災・行政事務
(消防費・行政事務費・企画費)(消防費・行政事務費・企画費)(消防費・行政事務費・企画費)

教育・生涯学習教育・生涯学習教育・生涯学習
(学校教育費・社会教育費)(学校教育費・社会教育費)(学校教育費・社会教育費)

福祉・健康づくり福祉・健康づくり福祉・健康づくり
(衛生費・民生費)(衛生費・民生費)(衛生費・民生費)

（万円）おもな予算項目（万円）おもな予算項目

４００６

４７０１

３０１５

５０８３

６７９

１億２２００

２２５

５２７

１億３６８１

３２５

１０００

ごみ収集業務委託

湖東広域衛生管理組合負担金

彦愛犬広域行政組合負担金

し尿処理負担金

インフルエンザ予防接種委託

介護給付費

訪問入浴サービス事業委託

相談支援事業負担金

介護保険特別会計への繰り出し金

もんぜん亭指定管理料

シルバー人材センター補助金

（万円）おもな予算項目 （万円）おもな予算項目

予
算
特
別
委
員
会
 2
　 7

 2
　 10

答 問答 問

答 答問 問

答問答 問

答 問

答 問答 問

答 問答答 問問

答答 問問

答答答 問問問

ふるさと納税寄付者への返礼品

条例などの整備事業委託

福祉バス運行委託

公会計の作成支援業務委託

防犯灯設置委託

消防事務委託料

川相出張所の運営費

都市計画策定業務委託など

まちづくり活動支援交付金

若者定住支援事業

空き家除去補助

地域おこし協力隊

コミュニティバス委託料

１５０

２４６

４７３

３８０

２２２

１億３１２６

６７３

１５４０

１９５５

１１５４

４７５

２３８

２７９３

環境保全型農業直接支払い交付金

大手橋改良工事など

農村まるごと保全向上対策補助金

芹川ダム耐震改修負担金

森林環境学習委託

有害鳥獣駆除委託

林業への人材発掘、就業促進

がんばる商店応援補助金

ため池氾濫影響解析委託

都市計画費（地籍調査）

スマートインター測量設計

道路改良工事費

１１１１

８６００

１１１４

２００２

９９４

１２６９

２０００

８０

３５００

１１２５

１億１９００

８７５０

教育振興費　海外研修委託
　　　　　　教育施設の管理計画策定
小学校費　　給食の賄材料
　　　　　　通学バス運行委託
　　　　　　多賀小学校渡り廊下改修
中学校費　　給食調理運搬委託
　　　　　　通学バス運行委託
　　　　　　音楽備品購入
幼稚園費　　施設型給付費
保育所費　　賄材料費
民間による小規模保育所整備補助
認定こども園（施設型給付費）
子育て支援対策費（臨床心理士報償費）
石仏谷保存整備工事
あけぼのパーク図書館光熱費
学校図書館支援委託

５０８
４００
２１８０
１５７２
１１０６
３７８０
１７９３
６４

２５９０
１７３６
３７２９
５８１１
２５２
７９７
７９０
３７５

4議会広報 たが　２０２０年５月５ 議会広報 たが　２０２０年５月

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

特定空き家特定空き家特定空き家

ま ち づ く りま ち づ く りま ち づ く り
（商工費・農林水産費・土木費）（商工費・農林水産費・土木費）（商工費・農林水産費・土木費）



2
月
定
例
会

元
年
度
補
正
予
算

6議会広報 たが　２０２０年５月議会広報 たが　２０２０年５月7

新年度予算を審議新年度予算を審議新年度予算を審議新年度予算を審議
～発展に向けたまちづくりを～～発展に向けたまちづくりを～～発展に向けたまちづくりを～～発展に向けたまちづくりを～

 

制 

定
◎
一
般
会
計

　
　
　

47
億
８
０
０
０
万
円

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険

　
　
　

８
億　

８
８
３
万
円

・
介
護
保
険
事
業

　
　
　

８
億
７
３
０
８
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
　

１
億
１
１
６
５
万
円

・
育
英
事
業

　
　
　
　
　
　

３
９
６
万
円

・
多
賀
財
産
区
管
理
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

19
万
円

・
大
滝
財
産
区
管
理
会　
　

　
　
　
　
　
　

１
３
８
万
円

・
霊
仙
財
産
区
管
理
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

17
万
円

・
び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団
地

　

公
共
緑
地
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　

５
３
６
万
円

・
下
水
道
事
業

　
　
　

６
億
８
４
４
７
万
円

・
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
　

５
９
０
６
万
円

・
水
道
事
業

　
　
　

５
億
５
３
８
９
万
円

◎
一
般
会
計

　
　

 
  

８
０
８
５
万
円 

増

・
繰
越
明
許
費　
　
　

　
　
　

６
件

・
地
方
債
補
正　
　
　

４
件

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　

  　

55
万
円 

増

 
・
介
護
保
険
事
業

　
　

 
  

２
０
７
０
万
円 

増

 

・ 

下
水
道
事
業

　
　
　
　

  
２
５
２
万
円 

減 
 

・ 

水
道
事
業

　
　
　

  

2
3
0
0
万
円 
減

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

会
条
例

◎
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例

　

お
よ
び
水
道
事
業
の
設
置

　

等
に
関
す
る
条
例

◎
印
鑑
条
例

◎
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課

　

税
に
関
す
る
条
例

◎
長
寿
祝
金
条
例

◎
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　

業
の
設
置
お
よ
び
運
営
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　

例
◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

　

置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

　

条
例

◎
社
会
体
育
施
設
の
設
置
お

　

よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

寺
西 

久
和 

氏　
（
大
岡
）

　　

岸
本 

弘
司 

氏　
（
中
川
原
）

◎
中
央
公
民
館
駐
車
場
工
事

　
　
　
　

７
７
３
万
円
追
加

　

総
額
１
億
７
８
２
３
万
円

　
（
株
）桑
原
組　

彦
根
支
店

◎
滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職

　

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

　

方
公
共
団
体
数
の
減
少
お

　

よ
び
滋
賀
県
市
町
村
職
員

　

退
職
手
当

◎
多
賀
公
園
と
四
手
公
園

◎
高
齢
者
等
生
き
が
い
空
間

　

施
設
「
も
ん
ぜ
ん
亭
」

〈
受
託
者
〉

　
　

公
益
社
団
法
人

　
　
　

多
賀
町
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

◎（
仮
称
）彦
根
市
新
市
民
体

　

育
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・
活

　

用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

     （
敬
称
略
）

　
　

川
岸　

真
喜
（
萱
原
）

　
　

小
林　

元
嗣
（
樋
田
）

　
　

山
本　
　

（
大
杉
）

　
　

棚
池　

才
進
（
一
ノ
瀬
）

　
　

神
細
工 

宗
宏
（
川
相
）

　
　

森　
　
　

茂
（
川
相
）

　
　

城
貝　

康
弘
（
藤
瀬
）

　
　

大
菅　

哲
也
（
小
原
）

　
　

山
口　

久
男
（
霜
ケ
原
）

　
　

喜
多　
　

昇
（
富
之
尾
）

　
　

木
下　

茂
樹
（
佐
目
）

　
　

辻
田　

雅
之
（
佐
目
）

　
　

新
谷　

康
宏
（
敏
満
寺
）

　
　

北
坂　
　

均
（
敏
満
寺
）

　
　
　
　
　
　
　

以
上
14
人

２
月

定

例

会

〜

 2
　4

 2
　26

補
正
予
算
を

審
議
・
可
決
し
ま
し
た

条
例
の
一
部
改
正
を

審
議
・
可
決
し
ま
し
た

新
年
度
予
算
を

審
議
・
可
決
し
ま
し
た

施
設
の
管
理
者
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

組
合
規
約
の

変
更
を
可
決
し
ま
し
た

彦
根
市
と
の
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
変
更

監
査
委
員
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た

大
滝
山
林
組
合
議
会

議
員
に
指
名
推
薦

し
ま
し
た

公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た

請
負
契
約
の
変
更

金額（万円）おもな予算項目　

 　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
と
は

　
　

全
児
童
・
生
徒
に

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

　

出
来
る
環
境
を
作
る
。

１０７

６６８４

１７４

２５９

▲    １４２

１０３６

９６９

▲    ８００

▲    ２７９

▲    １６８８

７４６

▲    ７５０

▲    ２００

９６３

▲    １２６９

▲    ８９０

２９４５

答問

　

 　
寄
付
金
の
使
用
用
途
は

　
　

環
境
保
全
事
業

　
　
　
　
　
　
　

34
万
円

　

子
育
て
支
援
・
福
祉
事
業

　
　
　
　
　
　
　

58
万
円

　

そ
の
他
事
業

　
　
　
　
　
　
　

54
万
円

答

　

 　

補
正
額
の
内
訳
は

　
　

当
初
予
算
で
の

　

欠
損
見
込
額

　
　
　
　

２
５
７
８
万
円

　

５
路
線
合
計
の
欠
損
額

　
　
　
　

３
６
１
４
万
円

答問

問

マイ・ナンバー交付事業費

ＩＣＴ教育環境整備費（小学校・中学校）　

若者定住支援補助金

介護保険特別会計繰り出し金

農村まるごと保全対策事業補助金

コミュニテイバス運行対策補助金

ため池耐震調査・ハザードマップ作製委託費

里山防災　治山工事費（県事業）

地域活動支援事業費（霜ヶ原）

林業関係（地域再生費）県から事業計画見直し

急傾斜地崩壊対策工事（樋田）

町づくり基金（ふるさと納税寄付金）

ふるさと納税寄付者への報償費

大手橋改良　待避所工事（久徳）

絵馬通り　ほか道路改良工事

中央公民館工事費

長期債元金繰り上げ償還

 

・ 

中
央
公
民
館
駐
車
場
整
備

は
、
年
度
内
に
完
了
予
定
。

 

・ 

第
６
次
多
賀
町
総
合
計
画

は
、
３
月
の
策
定
委
員
会
で
、

基
本
構
想
案
お
よ
び
基
本
計

画
の
方
針
を
決
定
。

 

・ 

近
江
鉄
道
の
存
続
問
題
は
、

県
の
担
当
者
を
交
え
た
説
明

会
や
座
談
会
を
開
く
準
備
を

進
め
る
。

 

・ 

多
賀
町
子
ど
も
・
子
育
て

応
援
プ
ラ
ン
２
０
２
０
は
、

本
計
画
策
定
に
つ
い
て
最
終

協
議
を
予
定
。

 

・ 

第
31
回
多
賀
の
農
業
・
農

山
村
を
考
え
る
つ
ど
い
は
、

参
加
対
象
を
関
係
者
限
定
か

ら
、
広
く
町
民
に
参
加
を
呼

び
か
け
る
。

 

・ 

獣
害
対
策
は
、
12
月
末
ま

で
の
捕
獲
実
績

　
　
　

シ
カ　

３
７
９
頭　

　
　
　

イ
ノ
シ
シ　

９
頭　

　
　
　

サ
ル　
　

２
６
頭

 

・ 

待
機
児
童
は
、
保
育
士
の

採
用
や
保
育
室
を
増
や
し
対

応
し
た
が
、
待
機
児
童
の
解

消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引

き
続
き
保
育
士
確
保
に
全
力

を
あ
げ
る
。

 

・ 

多
賀
小
学
校
は
、
83
人
の

入
学
生
を
迎
え
る
た
め
、
１

年
生
は
３
ク
ラ
ス
と
な
る
。

  

・ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

希
望
者
増
員
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
第
２
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
開
所
に
向
け
準
備
を

す
す
め
る
。

 

・ 

２
年
新
成
人
の
つ
ど
い
が

中
央
公
民
館
で
開
催
。

新
成
人
70
人
の
う
ち
、
59
人

が
出
席
。

 

・ 

博
物
館
で
は
、
１
月
11
日

か
ら
明
智
光
秀
関
連
の
企
画

展
「
明
智
光
秀
と
戦
国
の
多

賀
」
を
開
催
。
今
後
も
情
報

発
信
に
努
め
る
。

 2
　 4

行
政
報
告

行
政
報
告

企
画
課
所
管

企
画
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

教
育
委
員
会
所
管

教
育
委
員
会
所
管

生
涯
学
習
課
所
管

生
涯
学
習
課
所
管

四手公園四手公園四手公園

びわ湖東部中核工業団地内びわ湖東部中核工業団地内びわ湖東部中核工業団地内

元
年
度
補
正
予
算

明智光秀企画展明智光秀企画展

博物館博物館

多賀大社前駅多賀大社前駅多賀大社前駅

８
０
８
５
万
円　

追 

加　
　

総 

額　

4
8
億
8
8
6
7
万
円



委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

8議会広報 たが　２０２０年５月9 議会広報 たが　２０２０年５月

　
　

設
置
に
つ
い
て
地
元
敏

　

満
寺
の
承
諾
は

　
　

区
長
様
と
近
隣
住
民
に

　

説
明
し
了
解
を
得
た
。
人

　

の
出
入
り
は
東
側
に
限
定

　

す
る
。

◎
社
会
体
育
施
設
の
設
置

　

お
よ
び
管
理

  

・
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ

　

ー
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ

　

ン
グ
ル
ー
ム
を
Ｂ
＆
Ｇ
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
へ
移
転

　
　

新
し
い
運
動
機
器
の
使

　

用
説
明
は

　
　
（
株
）ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

　

報
徳
が
使
用
者
に
説
明
す

　

る
。

　
　

運
動
機
器
が
増
え
電
気

　

量
が
多
く
な
る
が

　
　
（
株
）ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

　

報
徳
が
負
担
す
る
。

◎
国
民
健
康
保
険

 

・
予
算　

８
億
８
８
３
万
円

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

の
被
保
険
者
証
化
は
い
つ

　

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
わ

　

れ
る
の
か

　
　

３
年
３
月
か
ら
実
施
さ

　

れ
、
大
き
な
病
院
か
ら
実

　

施
さ
れ
て
い
く
。

　
　

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込

　

ん
だ
方
が
受
診
さ
れ
て
い

　

る
の
か

　
　

病
院
が
予
約
で
き
な
い

　

人
も
い
て
、
90
％
以
上
の

　

方
が
受
診
し
て
い
る
。

 

◎
長
寿
祝
金

 
・
祝
金
の
支
給
年
齢
を
、
90

　

歳
を
95
歳
に
引
き
上
げ

 

・
支
給
基
準
日
は
誕
生
日

　
　

90
歳
に
も
祝
金
を
支
給

　

で
き
な
い
か

　
　

平
均
寿
命
が
延
び
て
お

　

り
、
他
市
町
も
金
額
が
改

　

正
さ
れ
て
い
る
。

　
　

支
給
額
・
支
給
日
は

　
　

十
分
検
討
の
上
、
規
則

　

で
定
め
る
。

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設

　

置
お
よ
び
管
理

 

・
敏
満
寺
の
清
涼
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
第
２
放
課

　

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　

開
所
時
間
は

　
　

平
日
は
13
時
か
ら
18
時
、

　

長
期
休
暇
は
８
時
30
分
か

　

ら
18
時
ま
で
。（
延
長
は

　

19
時
ま
で
可
能
）

条
例
の
一
部
改
正
を

審
査
し
ま
し
た

子どもたち子どもたち子どもたち子どもたちち子どもたち子どもたちののののののののの健やかな健やかな健やかな健やかな健健やかな健やかな
成長成長成長成長長成長成長をををををををを願ってて願って願って願って願って

子どもたちの健やかな
成長を願って

子どもたちの健やかな
成長を願って

子どもたちの健やかな
成長を願って

子どもたちの健やかな
成長を願って

総
務
常
任
委
員
会
 2
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◎
介
護
保
険
事
業

 

・
予
算
８
億
７
３
０
８
万
円

　
　

介
護
給
付
費
の
予
算
計

　

上
の
根
拠
は

　
　

元
年
度
の
上
半
期
の
給

　

付
額
を
基
に
算
出
し
て
い

　

る
。

　
　

地
域
の
認
知
症
サ
ポ
ー

　

タ
ー
の
報
酬
は

　
　

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
は

　

報
酬
が
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
で
す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

 

・
予
算
１
億
１
１
６
５
万
円

　
　

広
域
連
合
へ
の
納
付
金

　

の
伸
び
率
が
県
全
体
で
は

　

３
・
３
％
な
の
に
、
な
ぜ

　

本
町
は
８
％
な
の
か

　
　

保
険
料
が
上
が
る
こ
と

　

に
よ
り
、
保
険
基
盤
安
定

　

繰
入
金
も
増
え
る
こ
と
に

　

な
り
、
本
町
は
多
く
な
る
。

◎
国
民
健
康
保
険

 

・
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
の
改

　

修

　
　

デ
ー
タ
の
レ
イ
ア
ウ
ト

　

の
変
更
と
は

　
　

給
付
の
関
係
で
外
来
年

　

間
合
算
と
い
う
制
度
が
あ

　

り
、
他
市
町
か
ら
の
転
入

　

者
の
所
得
情
報
を
取
得
す

　

る
必
要
が
あ
る
。

◎
介
護
保
険
事
業

 

・
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

　

費
の
増
額

 

・
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ

　

ス
費
の
増
額

　
　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

　

ビ
ス
費
の
件
数
は

　
　

４
月
審
査
分
の
82
件
よ

　

り
11
件
増
え
て
い
る
。

　
　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

の
件
数
は

　
　

５
月
審
査
分
の
１
２
２

　

件
よ
り
10
件
増
え
て
い
る
。

答 問答問答 問

答 問答 問答 問

答答 問問

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

◎
水
道
事
業

 

・
収
入
で
は
、
水
道
使
用
料

　

が
２
億
７
５
０
０
万
円
で
、

　

前
年
度
と
比
較
し
約
１
８

　

８
０
万
円
の
増
額
が
見
込

　

ま
れ
る
。

　
　

給
水
収
益
が
増
加
見
込

　

み
と
な
る
根
拠
は

　
　

キ
ン
ケ
イ
パ
ー
カ
ー
の

　

操
業
開
始
と
参
天
製
薬
が

　

口
径
を
50
㎜
か
ら
70
㎜
へ

　

増
径
さ
れ
る
こ
と
や
事
業

　

所
の
使
用
料
増
・
尼
子
地

　

区
の
宅
地
開
発
、
新
築
な

　

ど
家
庭
用
で
も
増
加
が
見

　

込
め
る
。

　
　

導
水
管
布
設
工
事
は

　
　

土
田
水
源
地
か
ら
の
導

　

水
管
を
敏
満
寺
浄
水
場
へ

　

の
導
水
管
に
接
続
す
る
工

　

事
。

　
　

水
道
管
か
ら
の
漏
水
後

　

の
還
付
制
度
の
内
容
は

　
　

町
内
指
定
業
者
に
よ
る

　

不
具
合
漏
水
箇
所
対
策
後
、

　

６
か
月
の
状
況
を
確
認
し
、

　

還
付
金
を
算
出
し
て
対
応

　

し
て
い
る
。

◎
下
水
道
事
業

 

・
収
入
を
４
億
２
９
６
６
万

　

・
支
出
を
４
億
２
４
７
５

　

万
円
、
そ
の
結
果
、
利
益

　

を
４
９
１
万
円
と
見
込
ん

　

で
い
る
。
支
出
で
は
流
域

　

下
水
道
維
持
管
理
負
担
金

　

１
億
９
８
９
万
円
。

 

・
建
設
改
良
事
業
は
藤
瀬　

　

地
区
の
雨
水
は
下
水
事
業

　

で
１
１
０
０
万
円
を
計
上
。 　

　

新
た
に
企
業
会
計
に
引

　

き
継
ぐ
額
は

　
　

１
２
５
７
万
円
を
引
継
。

◎
び
わ
こ
東
部
中
核
工
業
団

　

地
公
共
緑
地
維
持
管
理

　
　

歳
入
歳
出
予
算
額
は

　
　

団
地
内
の
草
刈
り
作
業

　

の
委
託
料
に
５
０
６
万
円 

　

・
街
路
灯
の
修
繕
料
に
30

　

万
円
を
計
上
。

◎
下
水
道
事
業

　
　

国
か
ら
の
交
付
金
が
減

　

額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
で

　

２
５
２
万
円
減
額
と
な
っ

　

た
理
由
は
何
か

　
　

年
度
途
中
の
要
望
と
な

　

っ
た
た
め
に
、
県
か
ら
の

　

配
分
額
が
、
他
市
町
間
で

　

の
調
整
と
な
っ
た
た
め
に

　

要
望
額
を
下
回
っ
た
。

　
　

中
川
原
工
業
団
地
内
の

　

管
渠
工
事
内
容
は

２
年
度
特
別
会
計
の

当
初
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

２
年
度
特
別
会
計
の

当
初
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

元
年
度
特
別
会
計
の

補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

元
年
度
特
別
会
計
の

補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

産
業
建
設
常
任
委
員
会

 
安安安安安安安定した定した定定した定した定した定した
 ンンインインライライイフラフイフラフライライララ イイイイイイイイララララ ララララ ンンンンンンンンララ ンンララライフラインライフラインライフラインライフラインををををををををををををををををををををを
安定した
  ライフラインを
安定した
  ライフラインを
安定した
  ライフラインを
安定した
  ライフラインを

 2
　13

　
　
（
株
）
キ
ン
ケ
イ
パ
ー

　

カ
ー
の
進
出
に
よ
り
マ
ン

　

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
と
制
御
盤

　

を
路
肩
部
分
に
設
置
す
る
。

◎
上
水
道
事
業

 

・
建
設
改
良
工
事
を
取
り
や

　

め
た
こ
と
に
よ
り
、
収
益

　

的
支
出
に
お
い
て
消
費
税

　

の
不
足
分
７
０
０
万
円
を

　

増
額
す
る
。

　
　

消
費
税
の
増
額
の
理
由

　

は

　
　

給
水
収
益
が
予
定
よ
り

　

も
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に

　

よ
る
納
税
額
が
約
１
７
０

　

０
万
円
と
な
り
、
そ
の
不

　

足
分
を
計
上
し
た
。

　
　

取
り
止
め
に
な
っ
た
建

　

設
改
良
工
事
費
は
何
か

　
　

一
円
・
栗
栖
間
の
布
設

　

替
え
工
事
を
２
期
に
分
け

　

る
た
め
の
２
期
工
事
区
間

　

と
大
君
ヶ
畑
浄
水
場
の
フ

　

ェ
ン
ス
改
修
工
事
な
ら
び

　

に
多
賀
中
学
校
学
問
坂
の

　

舗
装
本
工
事
。

答答答 問 問

◎
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

　

金
が
４
８
７
３
万
円
で
前

　

年
度
と
の
比
較
で
は
８
１

　

２
万
円
増
額
と
な
っ
た
が
、

　

そ
の
要
因
は
職
員
２
名
分

　

の
人
件
費
、維
持
管
理
委

　

託
料
が
主
で
あ
る
が
、厳

　

し
い
財
政
の
中
で
、潤
沢

　

な
会
計
で
負
担
が
で
き
な

　

い
の
か

　
　

一
般
会
計
か
ら
の
人
件

　

費
を
持
ち
出
す
こ
と
を
前

　

提
に
し
て
割
り
振
っ
て
い

　

る
。

　
　

県
か
ら
の
補
助
金
が
減

　

額
に
な
っ
た
理
由
は

　
　

補
修
的
な
工
事
が
中
心

　

と
な
り
、
事
業
が
縮
小
し

　

た
た
め
に
減
額
と
な
っ
た
。

　
　

使
用
料
収
入
が
年
々
減

　

少
し
て
い
る
が
新
た
な
接

　

続
を
求
め
る
考
え
は

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知

　

を
図
っ
て
い
る
が
、
高
齢
者

　

世
帯
も
多
く
、
将
来
的
に

　

難
し
い
面
が
あ
る
。

答答 問問

答 問

問問問問 答答答

答答答 問問問

土田水源池土田水源池土田水源池

じ
ゅ
ん
た
く

第2放課後児童クラブ第2放課後児童クラブ第2放課後児童クラブ

トレーニングルームトレーニングルームトレーニングルーム

Ｆ＆ＣセンターＦ＆ＣセンターＦ＆Ｃセンター藤瀬地区藤瀬地区藤瀬地区

清涼ファミリーステーション清涼ファミリーステーション清涼ファミリーステーション

雨水対策 雨水対策 雨水対策 



 

町
政
を
問
う

２月定例議会２月定例議会

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

12■ 松居　亘

質 問 事 項 ページ

一般質一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

針
を
問
う
も
の
で
す
。

まつ　い　　　わたる

12■ 山口久男
やまぐち ひさ お

13■ 川添武史
かわ ぞえたけ し

13■ 尾谷忠之
 お たに ただ し

14■ 竹内　薫
たけうち　　 かおる

14■ 川岸真喜
かわ ぎし まさ き

15■ 大橋富造
おお　はし とみ ぞう

15■ 木下茂樹
きの した しげ き

（注）〇印の内容は掲載しておりません。

◎小学校のスタートカリキュラムは

◎災害に備えて

◎台風・豪雨・風水害の災害対策は

◎大滝小学校の今後は

○子育て支援の更なる拡充策は

◎新年度予算は

◎幼稚園の今後は

◎中央公民館新築工事は

◎多賀スマートインターチェンジの
　周辺整備は

◎居場所づくりの今後は

◎公共交通対策事業の今後は

◎県道 大堀多賀線の道路修復は

◎リバースセンター搬入量増への
　負担軽減は

◎愛犬つくし教室の適切な運用は

◎広域行政組合の今後の方向性は

８８８
人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

10議会広報 たが　２０２０年５月11 議会広報 たが　２０２０年５月

開かれた開かれた開かれた開かれた開かれた開かれた
会議会議会議議議議会会議会議会会会会議会議議議議会議議議議議議会議会会会議会議会会議会議議議会議会へへへへへへへへへへへへへへ

開かれた
　　  議会へ
開かれた
　　  議会へ
開かれた
　　  議会へ
開かれた
　　  議会へ

議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
町
民
の
意
見
要
望
を
踏
ま

　

え
て
活
動

◎
町
の
将
来
を
見
据
え
た

　

活
動

◎
対
話
に
よ
る
納
得
と
理
解

◎
議
員
定
数
と
報
酬

◎
委
員
会
の
あ
り
方

◎
一
般
質
問
の
審
議
日
数

◎
議
会
H
P
の
あ
り
方

◎
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

◎
休
日
・
夜
間
議
会

◎
議
会
報
告
会

◎
懇
談
会
の
実
施

◎
勉
強
会
・
研
修
会
の
実
施

◎
議
長
選
、
意
思
表
明
演
説

◎
議
場
レ
イ
ア
ウ
ト

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

◎
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会

　

化

◎ 

全
国
町
村
議
会
広
報

　
　

ク
リ
ニ
ッ
ク
研
修

　

平
成
30
年
７
月
10
・
11
日
、

広
報
常
任
委
員
５
人
に
よ
る
、

全
国
町
村
議
会
、
広
報
誌
ク

リ
ニ
ッ
ク
研
修
を
受
け
た
結

果
、「
総
合
的
に
解
り
や
す
く
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
仕
上
が
っ
て
お

り
、
読
む
気
に
さ
せ
る
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
の
高

評
価
を
得
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
数
年
間
の
町

村
議
会
広
報
誌
の
優
秀
紙
面

閲
覧
の
特
別
許
可
を
得
た
研

修
を
実
施
。

議
会
の

役
割
と
責
任
は

特
別
委
員
会

議
論
の
内
容

編
集
委
員
の
あ
り
方
は

広
報
常
任
委
員
会

議
会
広
報
誌
研
修 Ｈ30

Ｒ元

　
◎ 

滋
賀
県
町
村
議
会

　
　

第
42
回
広
報
研
修

　

平
成
31
年
３
月
に
、
第
42

回
県
町
村
議
長
会
広
報
研
修

が
、
彦
根
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
野
・
竜
王
・
愛
荘
・
豊

郷
・
甲
良
・
多
賀
の
各
町
議

会
広
報
誌
が
、
全
国
の
議
会

広
報
誌
を
指
導
す
る
講
師
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
の
ち
講
師
か
ら
「
議

会
広
報
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
視

点
」
と
題
し
、
講
演
を
受
け

ま
し
た
。

◎ 

滋
賀
県
町
村
議
会

　
　

第
43
回
広
報
研
修

　

令
和
元
年
11
月
に
、
第
43

回
県
町
村
議
長
会
広
報
研
修

が
、
愛
荘
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
か
ら
「
議
会
広
報
の

基
本
と
編
集
技
術
」
と
題
し
、

講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

広
報
常
任
委
員
会
は
、
委

員
長
、
副
委
員
長
、
総
務
・

産
業
建
設
常
任
委
員
長
、
委

員
の
５
人
で
編
集
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
両
常
任

委
員
長
の
責
務
軽
減
を
め
ざ

し
、
両
常
任
副
委
員
長
が
、

広
報
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
員
の
委
員
会
活
動
で
、

責
務
を
等
し
く
し
、
過
重
軽

減
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

議会改革について意見交換（２回）、先進地視察（１ヶ所）
議会改革について意見交換（３回）、中間報告

議会改革について意見交換（１回）、先進地視察（１ヶ所）
懇談会（１団体と）

議会改革について意見交換（２回）

平成２８年
平成２９年

平成３０年

令和 元  年

年　度 主な活動内容

委
員
会
報
告

〜

Ｈ28

Ｒ元
〜

クリニック研修クリニック研修クリニック研修

シルバー人材センターとの懇談会シルバー人材センターとの懇談会シルバー人材センターとの懇談会

町村クリニック町村クリニック町村クリニック

愛荘町愛荘町愛荘町
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町
政
を
問
う

　
　

①
地
方
消
費
税
交
付
金

は②
森
林
環
境
譲
与
税
は

③
促
進
連
盟
の
解
散
が
決
定

し
た
が
、
森
林
の
整
備
、
保

全
は
達
成
で
き
た
の
か

④
多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
今
後
の
予
算
は

副
町
長

　
　

①
４
６
０
０
万
円
増
の

１
億
９
０
０
０
万
円
。

②
令
和
２
年
度
予
算
は
元
年

度
の
２
倍
の
１
７
８
０
万
円

を
計
上
。

③
予
算
額
の
倍
増
に
よ
り
、

長
年
の
働
き
か
け
に
よ
る
成

果
だ
と
思
い
一
定
の
評
価
と

す
る
。

④
予
算
の
歳
出
ベ
ー
ス
は
、

下
り
線
４
０
０
０
万
円
、
上

り
線
１
億
円
を
計
上
。

　

全
体
予
算
は
実
施
計
画
書

に
よ
り
事
業
費
26
億
３
０
０

０
万
円
。
町
負
担
額
は
３
億

８
０
０
０
万
円
。

　
　

①
多
賀
幼
稚
園
は
、
昭

和
54
年
に
建
設
さ
れ
43
年
が

経
過
。
建
て
か
え
は

　

②
公
共
施
設
の
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
化
は

教
育
長

　
　

①
経
年
に
よ
る
老
朽
化

の
現
状
を
踏
ま
え
、
早
急
に

施
設
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と

認
識
。

　

②
公
共
施
設
の
複
合
化
も

視
野
に
入
れ
、
施
設
整
備
の

あ
り
方
を
検
討
。

　
　
①
当
初
予
算
の
上
限
を

オ
ー
バ
ー
し
た
要
因
は

②
木
材
の
供
給
が
遅
れ
た
理

由
は

③
部
材
の
変
更
お
よ
び
用
材

調
達
が
追
加
契
約
と
な
っ
た

要
因
は

④
原
木
丸
太
の
搬
出
、
運
搬

を
受
け
た
素
材
業
者
は

⑤
在
庫
残
材
の
処
理
は

⑥
調
理
室
の
流
し
は

企
画
課
長

　
　

①
設
計
管
理
費
を
含
め

12
億
４
０
０
０
万
円
と
記
載

し
誤
解
を
与
え
た
。
本
体
の

最
終
建
築
費
は
11
億
６
０
０

０
万
円
と
予
算
を
下
回
る
。

②
台
風
21
号
に
よ
る
加
工
工

場
の
被
災
。

③
木
材
数
量
が
算
出
さ
れ
る

前
の
契
約
の
た
め
、
事
業
の

進
捗
に
合
わ
せ
対
応
。

④
原
木
調
達
は
、
大
滝
山
林

組
合
と
一
括
契
約
。

　

調
達
先
は

大
滝
山
林
組
合
42
％
。

び
わ
こ
東
部
森
林
組
合
39
％
。

県
造
林
公
社
15
％
。

小
西
木
材
４
％
。

⑤
有
効
利
用
を
図
る
。

⑥
大
き
な
サ
イ
ズ
の
シ
ン
ク

に
変
更
。

　
　

①
上
り
線
ア
ク
セ
ス
道

路
の
左
右
に
残
る
水
田
の
土

地
利
用
は

②
３
０
７
号
交
通
渋
滞
の
対

策
は

③
勤
労
者
体
育
館
解
体
の
予

定
時
期
と
駅
前
駐
車
場
整
備

の
計
画
時
期
は

④
町
道
多
賀
高
宮
線
と
四
津

屋
胡
宮
線
の
交
差
点
と
通
学

路
の
安
全
対
策
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
利
活
用
提
案
に
努
力
。

②
初
詣
期
間
に
限
定
と
認
識
。

③
周
辺
環
境
の
進
捗
状
況
を

見
定
め
、
総
合
的
な
計
画
を

策
定
し
た
い
。

④
周
辺
道
路
の
整
備
が
必
須

要
件
。
通
学
路
安
全
対
策
も

見
直
す
。

問

問

答

問 問答 答答

答答

多賀幼稚園多賀幼稚園多賀幼稚園

質問１

新年度予算は

  自主財源２４億７２００万円・依存財源２３億７００万円
ー副町長ー

質問１

中央公民館新築工事は

  駐車場周辺の整備工事を残し今年度末に事業完了予定
ー企画課長ー

　
　

①
幼
稚
園
教
育
要
領
で

示
さ
れ
た
、
健
康
な
心
と
体
、

協
同
性
な
ど
の
10
の
姿
に
つ

い
て
、
各
教
科
に
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
る
の
か

②
合
科
的
、
関
連
的
な
指
導

や
弾
力
的
な
時
間
割
の
設
定

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か

③
小
学
校
に
入
学
し
た
と
た

ん
に
引
き
起
こ
す
小
１
プ
ロ

ブ
レ
ム
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か

学
校
教
育
課
長

　
　

①
健
康
な
心
と
体
は
小

学
校
の
体
育
科
の
運
動
遊
び

や
業
間
遊
び
へ
、
協
同
性
は

当
番
、
係
活
動
や
縦
割
り
活

動
へ
な
ど
、
個
々
の
よ
さ
を

生
か
し
、
伸
ば
す
手
立
て
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

②
子
ど
も
の
思
い
や
願
い
を

生
か
し
た
学
習
活
動
を
構
成

し
、
生
活
上
必
要
な
習
慣
や

技
能
が
身
に
着
く
指
導
。

③
特
別
教
育
支
援
員
が
１
年

生
教
室
を
担
当
し
て
朝
の
準

備
か
ら
下
校
ま
で
支
援
を
お

こ
な
う
。

　
　

①
気
象
庁
よ
り
発
せ
ら

れ
る
災
害
情
報
の
活
用
は

②
彦
根
気
象
台
と
多
賀
町
と

の
連
絡
体
制
は

③
超
大
型
台
風
対
策
は

④
防
災
訓
練
の
実
施
地
区
と

成
果
は

⑤
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
活
用
方
法
と
更
新
は

総
務
課
長

　
　

①
災
害
対
策
本
部
の
設

置
、
避
難
所
の
開
設
、
避
難

情
報
の
発
令
に
活
用
。

②
町
長
と
気
象
台
長
と
で
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
に
よ
り
重
大
災

害
情
報
が
告
知
さ
れ
る
。

③
食
料
、
簡
易
ト
イ
レ
、
毛

布
の
生
活
用
品
と
発
電
機
、

テ
ン
ト
の
資
機
材
を
整
備
。

④
町
内
23
集
落
で
実
施
、
水

防
対
策
の
技
術
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
い
た
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

⑤
見
守
り
、
自
宅
訪
問
、

災
害
時
の
安
否
確
認
に
使
用
。

更
新
は
年
に
１
回
お
こ
な
う
。

　
　

①
河
川
の
護
岸
崩
壊
・

氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
危
険

箇
所
の
点
検
は

②
県
管
理
の
河
川
改
修
お
よ

び
浚
渫
の
実
施
と
次
年
度
以

降
の
見
通
し
は

③
土
砂
災
害
警
戒
区
域
・
特

別
警
戒
区
域
の
う
ち
対
策
が

必
要
な
個
所
は

④
災
害
に
よ
る
倒
木
を
防
ぐ

抜
本
的
な
支
援
策
は

⑤
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
と
避
難
経
路
の
周
知

方
法
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
芹
川
・
犬
上
川
は
民

間
に
委
託
し
監
視
。
そ
の
他

の
河
川
は
職
員
が
点
検
。

②
護
岸
工
事
、
浚
渫
、
砂
利

採
取
、
竹
の
伐
採
を
実
施
。

次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
実

施
さ
れ
る
。

③
現
時
点
で
は
、
際
立
っ
て

住
民
の
生
命
、
身
体
に
危
害

を
お
よ
ぶ
箇
所
は
見
当
た
ら

な
い
。

産
業
環
境
課
長

　
　

④
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設

森
林
整
備
事
業
に
よ
り
支
援
。

総
務
課
長

　
　

⑤
令
和
３
年
度
中
に
最

新
版
を
作
成
。
全
集
落
を
対

象
に
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

避
難
意
識
の
向
上
を
図
る
。

　
　

①
教
育
方
針
は

②
来
年
度
以
降
の
児
童
数
の

推
移
は

③
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
は

④
県
教
委
に
対
し
、
教
職
員

体
制
の
充
実
と
教
員
確
保
は

学
校
教
育
課
長

　
　

①
知
・
徳
・
体
の
調
和

の
と
れ
た
児
童
の
育
成
。

②
来
年
度
よ
り
、49
人
、50
人
、

45
人
、
40
人
、
38
人
、
33
人

と
な
っ
て
い
く
。

③
授
業
や
学
校
行
事
に
つ
い

て
18
項
目
で
実
施
し
た
。

④
県
教
委
に
複
式
学
級
加
配

を
要
望
し
、
各
学
年
で
単
学

級
編
成
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問

問

問問

答答

答 答 答

松 居 　 亘

多
賀
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
周
辺
整
備
は

質
問
２

大
滝
小
学
校
の

今
後
は

質
問
２

災
害
に
備
え
て

質
問
２

幼
稚
園
の
今
後
は

質
問
２

質問１

小学校のスタートカリキュラムは

  学習・集団・生活習慣を３つの柱にして編成
ー学校教育課長ー

まつ　 い　　　　わたる

質問１

台風・豪雨・風水害の災害対策は

  危険個所の点検を図り、未然防止に努める
ー地域整備課長ー

山 口  久 男
やま　ぐち　　ひさ　　お

川 添  武 史
かわ　ぞえ　　たけ　　し

尾 谷  忠 之
お　 たに　　ただ　　し

き
っ
き
ん
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町
政
を
問
う

　
　

①
道
路
の
境
界
線
は

②
民
間
企
業
出
入
口
付
近
の
、

道
路
修
復
工
事
を
（
部
分
的

に
損
傷
が
進
ん
で
い
る
）

③
大
型
車
の
往
来
が
多
く
、

多
賀
町
区
域
の
道
幅
も
狭
く

恒
久
対
策
を
県
に
要
望
が
さ

れ
て
い
る
か

④
芹
川
左
岸
側
多
賀
町
区
域

の
法
面
樹
木
の
伐
採
と
除
草

整
備
な
ど
恒
久
的
な
対
策
が

出
来
な
い
か

地
域
整
備
課
長

　
　

①
官
民
境
界
確
定
状
況

は
一
部
は
確
定
し
て
い
る
が
、

大
部
分
は
未
確
定
の
ま
ま
で

あ
る
。

②
舗
装
の
強
度
を
高
め
な
け

れ
ば
効
果
が
な
い
た
め
、
工

法
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
り
、

早
期
の
修
復
は
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
簡
易
補
修
に
て

応
急
対
応
を
お
こ
な
う
。

③
県
道
大
堀
多
賀
線
の
道
路

整
備
は
多
賀
町
に
と
っ
て
利

用
効
果
が
高
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、名
神
高
速
・

東
海
道
新
幹
線
の
下
を
通
過

す
る
際
に
高
さ
制
限
が
あ
る

こ
と
や
、
県
の
道
路
整
備
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
計
画

が
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
は
事
業
化
は
望
め
な
い
状

況
。

④
湖
東
土
木
事
務
所
に
対
し

適
切
な
対
応
を
依
頼
し
て
い

く
。

　
　
①
東
近
江
市
の
脱
退
に

よ
り
可
燃
ご
み
処
理
施
設

「
リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
の

搬
入
量
は
減
少
す
る
が
基
礎

経
費
の
削
減
は
少
な
い
こ
と

か
ら
処
理
費
の
削
減
に
は
至

ら
ず
、
む
し
ろ
負
担
増
と
な

る
の
か

②
豊
楠
苑
が
低
稼
働
率
と
な

る
対
策
は

③
不
燃
ご
み
の
処
理
費
用
の

削
減
策
は

産
業
環
境
課
長

　
　

①
可
燃
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
向
け
、「
発
生
の
抑
制
、

資
源
化
、
分
別
」
の
徹
底
に

力
を
注
ぎ
効
果
的
な
方
策
を

取
り
た
い
。

②
一
日
の
処
理
量
を
調
整
し

安
定
し
た
処
理
に
努
め
た
い
。

③
３
年
度
か
ら
愛
荘
町
も
含

め
１
市
４
町
で
同
一
事
業
者

と
契
約
と
な
る
こ
と
か
ら
、

諸
経
費
の
削
減
が
期
待
で
き

る
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

適
正
な
運
用
の
観
点
か

ら
は
対
象
児
童
の
選
定
に
つ

い
て
の
課
題
が
あ
る
。

　

入
所
の
審
査
な
ど
湖
東
広

域
衛
生
管
理
組
合
と
他
町
の

関
係
機
関
で
運
用
に
向
け
た

協
議
を
進
め
た
い
。

町
長

　
　

旧
の
愛
知
郡
２
町
が
３

月
を
も
っ
て
湖
東
広
域
衛
生

管
理
組
合
を
脱
退
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
は
組
合
内

で
議
論
さ
れ
る
も
の
と
承
知

し
て
い
る
。

問

問

答

答答答答 愛のりタクシー愛のりタクシー愛のりタクシー

多賀大社前駅多賀大社前駅多賀大社前駅

質問１

県道大堀多賀線の道路修復は

  簡易補修にて応急対応を実施
ー地域整備課長ー

質問１

リバースセンター搬入量増への負担軽減は

  一般ごみの減量化が一番効率的な方法
ー産業環境課長ー

　
　

地
域
の
お
年
寄
り
が
、

各
自
治
会
に
あ
る
公
民
館
・

集
会
所
を
利
用
し
た
「
居
場

所
づ
く
り
」が
出
来
な
い
か
？

　

昨
年
多
賀
区
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
地

域
で
の
助
け
合
い
に
つ
い
て

話
し
合
い
の
場
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
い
ろ
ん
な
意
見
が

出
ま
し
た
。
話
し
合
い
で
出

さ
れ
た
意
見
を
、
町
が
連
携

を
図
り
、
地
域
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場

所
づ
く
り
も
同
時
に
考
え
ら

れ
な
い
か

①
今
後
の
助
け
合
い
に
つ
い

て
の
進
め
方
は

②
進
め
て
い
く
う
え
で
の
問

題
点
は

③
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
（
放
課
後
）
は

福
祉
保
健
課
長

　
　

①
地
域
に
あ
っ
た
居
場

所
づ
く
り
、
支
え
合
い
活
動

に
つ
い
て
、
住
民
さ
ん
の
取

り
組
み
と
し
て
実
現
可
能
な

も
の
か
ら
目
に
見
え
る
形
の

活
動
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
る
。

②
地
域
の
皆
さ
ん
が
同
じ
志
、

思
い
に
な
ら
な
い
と
、
支
え

合
い
、
助
け
合
い
活
動
は
前

に
進
み
ま
せ
ん
。
他
人
事
で

な
く
地
域
の
つ
な
が
り
を
ど

の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
か
が

重
要
な
問
題
で
す
。

学
校
教
育
課
長

　
　

③
現
代
社
会
で
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
地
域
で
預

か
る
と
な
る
と
、
責
任
の
所

在
や
安
全
面
で
問
題
が
多
い
。

今
後
、
地
域
の
方
の
お
力
を

か
り
、
町
や
社
会
福
祉
協
議

会
さ
ん
と
連
携
し
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
　

昨
年
の
４
月
に
、
大
君

ケ
畑
線
の
全
線
と
萱
原
線
の

一
部
が
廃
止
さ
れ
13
集
落
で

バ
ス
の
な
い
状
態
で
１
年
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

①
新
年
度
予
算
で
は
、
路
線

バ
ス
の
補
助
金
が
減
額
で
見

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

２
路
線
の
廃
止
効
果
の
あ
ら

わ
れ
か
。
ま
た
、
元
年
度
の

決
算
見
込
み
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か

②
一
方
、
愛
の
り
タ
ク
シ
ー

の
負
担
金
は
、
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。
利
用
者
の
推
移

と
今
後
の
負
担
金
の
動
向
は

③
町
内
に
は
公
共
交
通
が
愛

の
り
タ
ク
シ
ー
だ
け
の
地
域

が
バ
ス
廃
止
に
よ
り
13
集
落

増
え
た
。

　

車
を
持
た
な
い
高
齢
者
の

移
動
は
、
今
後
も
愛
の
り
タ

ク
シ
ー
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な

い
の
か
。

　

町
独
自
の
新
し
い
交
通
シ

ス
テ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う

企
画
課
長

　
　

①
路
線
を
減
ら
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
結
果
と
考
え
て

い
る
。

　

元
年
度
見
込
み
は
、
約
１

３
０
万
円
の
減
少
。

②
利
用
者
は
、
３
路
線
合
わ

せ
て
２
４
６
４
人
の
増
加
。

現
時
点
で
、
決
算
見
込
み
約

６
４
０
万
円
増
加
す
る
見
込
。

町
長

　
　

③
町
と
し
て
も
改
善
す

べ
き
課
題
も
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
２
年
度
予
算
に
お
い
て
、

近
江
鉄
道
も
含
め
、
本
町
全

体
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

協
議
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。

問

問

答答 答

愛
犬
つ
く
し
教
室
の

適
切
な
運
用
は

質
問
２

広
域
行
政
組
合
の

今
後
の
方
向
性
は

質
問
３

質問１

居場所づくりの今後は

  目に見える形の活動につなげる
ー福祉保健課長ー

質問１

公共交通対策事業の今後は

  公共交通のあり方を協議する
ー町長ー

竹 内 　 薫
たけ　うち　　　 かおる

川 岸  真 喜
かわ　ぎし　　まさ　 き

大 橋  富 造
おお　はし　　とみ　ぞう

木 下  茂 樹
きの　した　　しげ　　き

自治会館（四津屋）自治会館（四津屋）自治会館（四津屋）

修復工事済修復工事済修復工事済

県道大堀多賀線県道大堀多賀線県道大堀多賀線



 

新
議
員
を
紹
介
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新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

新議員を紹介します新議員を紹介します新議員を紹介します
まちづくりへの抱負はまちづくりへの抱負はまちづくりへの抱負はまちづくりへの抱負は

だ
れ
も
が
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

　

一
期
目
の
経
験
を
基
に

住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
多
く
の
住
民
に

負
託
を
う
け
て
い
る
こ
と

を
胸
に
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

住
み
よ
さ
が
実
感

　
　

で
き
る
町
づ
く
り
を

　

所
得
格
差
か
ら
の
生
活

格
差
が
増
幅
し
、
教
育
・

福
祉
・
健
康
・
老
後
な
ど
、

不
安
が
先
行
し
て
い
ま
す
。

　

山
間
地
で
は
、
過
疎

化
・
高
齢
化
か
ら
生
活
弱

者
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。

　

安
住
の
地
の
提
供
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

格
差
是
正
と

　
　

安
住
の
地
の
提
供
を

　

多
く
の
方
々
の
ご
支
持

を
頂
き
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
お
声
に
耳
を
傾

け
、
地
域
発
展
の
た
め
に
、

一
生
懸
命
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
待
っ

た
な
し　

安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
を
守
り
た
い
。

待
っ
た
な
し
安
全
・
安
心
な

　
　

  

暮
ら
し
を
守
り
た
い

　

今
ま
で
町
政
に
女
性
が

か
か
わ
る
こ
と
が
な
く
、

す
べ
て
が
男
性
目
線
で
進

ん
で
き
ま
し
た
が
、
男
女

共
に
協
力
し
て
、
住
み
や

す
い
町
に
す
る
た
め
の
橋

渡
し
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

女
性
の
「
声
」
を
町
政
に

　

中
山
間
地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
、
若
い
世
代
の

定
住
化
・
移
住
の
促
進
を

目
指
し
、
子
育
て
世
代
や
、

高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確

保
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
の
会
話
を

大
切
に
し
、
地
域
の
意
見

を
議
会
に
運
び
ま
す
。

便
利
な
田
舎
・
元
気
な

　
　
　

田
舎
を
創
り
ま
す

新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

住んでよかった
　住み続けたいと思える町に
　　開かれた議会を目指します。

住んでよかった
　住み続けたいと思える町に
　　開かれた議会を目指します。

住んでよかった
　住み続けたいと思える町に
　　開かれた議会を目指します。

住んでよかった
　住み続けたいと思える町に
　　開かれた議会を目指します。

竹内　薫竹内　薫竹内　薫
議長議長議長

川岸  真喜川岸  真喜川岸  真喜
副議長副議長副議長

役
職
を
紹
介
し
ま
す

役
職
を
紹
介
し
ま
す
◎
…
委
員
長

○
…
副
委
員
長

総
務
委
員
会

◎
松
居　

亘

○
大
橋　

富
造

　

竹
内　

薫

　

山
口　

久
男

　

木
下　

茂
樹

　

近
藤　

勇

産
業
建
設
委
員
会

◎
菅
森　

照
雄

○
川
添　

武
史

　

川
岸　

真
喜

　

富
永　

勉

　

清
水　

登
久
子

　

神
細
工　

宗
宏

広
報
委
員
会

◎
川
添　

武
史

○
神
細
工　

宗
宏

　

川
岸　

真
喜

　

大
橋　

富
造

　

清
水　

登
久
子

◎
山
口　

久
男

○
木
下　

茂
樹

　

こ
の
た
び
多
賀
町
議
会

の
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
の
負
託

に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
地
方

議
員
の
成
り
手
不
足
に
頭

を
痛
め
て
い
る
昨
今
。
当

町
に
お
い
て
も
、
若
者
議

員
を
目
指
す
者
が
居
な
い

の
が
現
状
で
す
。
議
会
改

革
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を

解
決
し
、
若
い
世
代
の
柔

軟
な
思
考
力
で
多
賀
を
変

え
て
頂
け
る
よ
う
改
革
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
者
が
活
躍

　
　
　

で
き
る
多
賀
に

議
長
あ
い
さ
つ

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

　

川
添　

武
史

　

菅
森　

照
雄

　

松
居　

亘

議
会
改
革

◎
川
岸　

真
喜

○
松
居　

亘

　
（
ほ
か
議
長
を
除
く
全
議
員
）

彦
根
市
犬
上
郡
営
林
組
合

　

山
口　

久
男

　

大
橋　

富
造

　

菅
森　

照
雄

　

木
下　

茂
樹

　

神
細
工　

宗
宏

彦
根
愛
知
犬
上

　
　
　
　

広
域
行
政
組
合

　

竹
内　

薫

　

川
岸　

真
喜

湖
東
広
域
衛
生
管
理
組
合

　

竹
内　

薫

　

川
岸　

真
喜

　

富
永　

勉

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

一
部
事
務
組
合

一
部
事
務
組
合

監
査
委
員

監
査
委
員

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

こ
の
度
、
副
議
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
議
長
を
補

佐
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
み
な
さ
ま
の
た
め
の
議

会
と
な
る
よ
う
、
組
織
、

活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

見
直
し
ま
す
。
議
員
定
数

の
適
正
化
を
含
め
、
議
会

の
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
み
な
さ

ま
の
声
を
行
政
に
届
け
る

た
め
の
、
報
告
会
や
懇
談

会
の
開
催
。
行
政
の
監
視

役
と
し
て
、
質
問
活
動
や

政
策
提
言
な
ど
、
議
会
機

能
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ

松居　亘
議員

まつい　　わたる

川岸  真喜
副議長

かわぎし　 まさき

後
世
に
誇
れ
る
町
づ
く
り

　

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
三
期
十
二
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
尊
い
経
験
を
生
か

し
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
多
賀
を
「
後
世
に
誇

れ
る
町
」
に
し
て
い
く
た

め
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大橋  富造
議員

おおはし　とみぞう

山口  久男
議員

やまぐち　 ひさお

木下  茂樹
議員

きのした　 しげき

清水 登久子
議員

しみず　　　とくこ

神細工 宗宏
議員

かみざいく　むねひろ

近藤　勇
議員

こんどう　 いさむ

住
民
の
み
な
さ
ま
の

　

た
め
の
議
会
づ
く
り

　

保
育
士
の
待
遇
、
保
育

環
境
整
備
を
行
い
、
待
機

児
童
を
解
消
す
る
。

　

年
金
制
度
の
改
革
、
働

き
た
い
シ
ニ
ア
世
代
の
取

組
、
農
業
者
戸
別
所
得
補

償
制
度
の
復
活
・
拡
充
。

　

議
員
削
減
な
ど
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
。

全
て
の
ひ
と
に
居
場
所
と

　
　
　
　

安
心
と
安
全
を

川添  武史
議員

かわぞえ　 たけし

　

住
み
慣
れ
た
町
で
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
町
が
抱
え
る
山
間

地
域
の
過
疎
化
、
福
祉
の

充
実
な
ど
、
数
多
く
の
課

題
に
、
長
年
の
議
員
活
動

を
活
か
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

町
の
活
性
は

　
　
　

住
民
の
幸
せ
か
ら

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
な
か
、
子
育
て

世
代
、
お
年
寄
り
や
、
障

が
い
を
持
つ
人
も
、
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
、
弱
い
立
場
の

人
の
声
を
行
政
に
伝
え
、

課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て

　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

菅森  照雄
議員

すがもり　 てるお

竹内   薫
議長

たけうち　かおる

　

公
共
交
通
、
子
育
て
、

買
い
物
支
援
、
定
住
化
対

策
、
国
保
税
や
介
護
保
険

料
負
担
軽
減
、
農
業
問
題

な
ど
切
実
な
願
い
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。「
だ
れ
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
」
の
た
め
全
力
を

尽
く
す
決
意
で
す
。

富永   勉
議員

とみなが　つとむ
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謎
多
き
明
智
十
兵
衛
光
秀

と
佐
目
の
歴
史
を
調
査
し
、

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
歴
史

の
事
実
が
明
ら
か
と
な
り
、

伝
承
し
て
行
く
活
動
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く

る
」
の
放
映
と
、
突
如
浮
上

し
た
明
智
十
兵
衛
光
秀
佐
目

出
身
説
（
五
箇
所
の
諸
説
が

あ
る
）
に
よ
っ
て
、
六
番
目

の
名
乗
り
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
十
兵
衛

屋
敷
跡
と
い
っ
て
も
雑
草
地

と
柿
の
古
木
だ
け
で
何
も
な

い
。
せ
め
て
看
板
を
建
て
よ

う
と
「
佐
目
十
兵
衛
会
」
が

昨
年
３
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

石
積
基
礎
と
木
造
の
碑
、

『
淡
海
温
故
録
』
に
あ
る
出

身
説
の
解
説
看
板
、
十
兵
衛

光
秀
由
来
の
❝神
さ
ん
井
戸
❞

の
地
蔵
小
屋
や
駐
車
場
の
整

備
な
ど
、
会
員
の
手
作
り
に

よ
り
昨
秋
完
成
で
き
ま
し
た
。

山
里
に「
麒
麟
が
く
る
」

佐
目
十
兵
衛
会

第13回

★
十
兵
衛
屋
敷
跡
近
辺
で

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
開
催

★
佐
目
文
化
祭
に
て
「
明
智

　

十
兵
衛
光
秀
佐
目
出
身
説
」

　

を
澤
田
氏
が
講
演

★
『
多
賀
結
い
の
森
』
に
て
、

　

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く

　

る
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

　

ー
イ
ン
グ

★
近
江
中
世
城
跡
び
わ
こ

　

一
周
の
ろ
し
駅
伝
に
参
加

★
新
聞
、テ
レ
ビ
、雑
誌
等
で

　

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
研

　

修
等
や
来
場
者
へ
の
対
応

　

大
字
佐
目
集
落
も
限
界
集

落
が
目
前
に
迫
り
、
郷
土
の

歴
史
、
史
跡
お
よ
び
、
食
文

化
等
を
し
っ
か
り
伝
承
す
る

こ
と
、
ま
た
離
村
し
て
い
る

人
た
ち
に
も
足
を
運
ん
で
も

ら
え
、
愛
お
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
故
郷
作
り

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

　

今
ま
で
の
活
動
や
新
た
な

発
見
、
佐
目
で
の
活
動
に
暖

か
な
寄
附
金
・
支
援
金
、
著

書
の
販
売
な
ど
、
一
定
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

知
事
の
訪
問
も
あ
り
、
明

智
十
兵
衛
光
秀
の
佐
目
出
身

地
説
を
こ
れ
か
ら
も
来
場
者

に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

佐
目
十
兵
衛
会
の
発
足

十
兵
衛
屋
敷
跡
の
整
備

佐
目
十
兵
衛
会
の
活
動

今
後
の
課
題

《
イ
ベ
ン
ト
開
催
》

《
イ
ベ
ン
ト
開
催
》

今
後
の
活
動

●●●●●●●●●●●●●●

知事の訪問知事の訪問 説明風景説明風景

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

6月定例会の予定6月定例会の予定6月定例会の予定

※日程は、変更になる場合があります。

※傍聴席は２１席あります。

・初日に提案された議案を採決します。

議員や町は、どんなまちづくりを考えているのか、直接、見て、
聞くことができます。是非お越しください。

議会事務局　☎４８－８１２６
　　　　　　　　 (有線)２－２０１１

・町長が町政報告と議案提案を行う。

６月 ５日（金） ９：３０～  審議

・議員が町政について質問します。

６月 ８日（月） ９：３０～  一般質問

６月２２日（月） １３：３０～  採決

●●●●●●●●●●●●●● 十兵衛屋敷跡十兵衛屋敷跡淡海温故録淡海温故録

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
が
世
界
中
で

猛
威
を
奮
っ
て
い
ま
す
。

報
道
も
住
民
の
方
も
話
題

に
な
る
の
は
コ
ロ
ナ
で
す
。

　

国
の
緊
急
事
態
宣
言
後
、

子
ど
も
の
教
育
、
経
済
の

疲
弊
な
ど
国
民
生
活
全
体

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

自
粛
と
補
償
は
表
裏
一

体
で
あ
り
ま
す
、
国
に
対

し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
に
対
し
て
相
談
窓

口
の
周
知
を
図
る
よ
う
申

し
入
れ
を
し
ま
す
。

　

新
年
度
の
役
職
も
決
定

し
、
広
報
委
員
は
新
人
２

人
と
共
に
皆
様
に
、
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

  

委
員
長　

川
添 

武
史 

記
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